
食 育 通 信 ３号 

２０１５．８．２８ 輪島中学校 

２年生 箸作り 

７月１３日に２年２組と２年３組、１４日に２年１組、１６日に２年４組が、輪島工房長屋さんに来

ていただいて、輪島塗り沈金マイ箸作りを行いました。和食には必ず必要なお箸です。箸の歴史を聞き

ました。縄文時代には手で食べていたのが、奈良時代になりお碗が発達したことで箸が使われました。 

和食をおいしく食べるためには箸を上手に使うことが必要です。輪島の中学生として、自分だけの毎

日使うマイ箸のデザインを考えて、箸にノミで沈金を施しました。幅の狭い箸はとても難しかったので

すが、全員完成しました。その後、箸の持ち方や動かし方など箸マナーも確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 精進料理 

 道徳の時間に、食べ物自体や食事作りに携わった人々、道具などへの感謝の心について考えてみまし

た。そして自分の生活を見つめ直し、望ましい生活習慣などを話し合いました。その後、１３日に１組、

２組、１４日に３組４組が門前の総持寺へ行って、お坊さんから座禅や精進料理についてのお話を聞き

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

曹洞宗の開祖の道元禅師は、「典座
て ん ぞ

教訓」という本を書きました。そして食事の世話をする典座と呼ば

れるお坊さんを大変重視していました。生活のすべてが仏道の修行で、その中でも食事は健康な体と心

を育てて悟りを開くために重要と考えていました。 

総持寺などの曹洞宗のお寺では、食事をする前に「五
ご

観
かん

の謁
げ

」というお経を読みます。 

栄養教諭から「箸の歴史」を聞いています。 できあがった「輪島塗沈金マイ箸」です。 

座
禅
体
験
を
し
て
い
ま
す
。 

み
ん
な
で
精
進
料
理
を
試
食
。 



 

一
ひと

つには功
こう

の多少
たしょう

を計
はか

り、彼
か

の来
らい

処
しょ

を量
はか

る 

（この食事ができるまでに携わった多くの方々の苦労や食材の尊さに感謝しよう） 

二
ふた

つには己
おのれ

が徳行
とくぎょう

の全欠
ぜんけつ

をはかって供
く

に応
おう

ず 

         （自分がこの食事を食べるにふさわしいだけの行いをしたかどうか反省しよう） 

三
みっ

つには心を防ぎ過貧
とがとん

等
とう

を離
はな

るるを宗
しゅう

とす 

         （食事に対して不平を言わず、正しい心と行いをもっていただきます） 

四
よっ

つには正
まさ

に良薬
りょうやく

をこととするは、形枯
ぎょうこ

を療
りょう

ぜんが為
ため

なり 

（空腹を満たすためではなく、心身を養う薬としていただきます） 

五
いつ

つには道業
どうぎょう

を成
じょう

ぜんが為に、応
まさ

に此
こ

の食
じき

を受
う

くべし 

（修行して人間を完成させるために、この食事をいただきます） 

 

＊普段は楽しく食べる食事ですが、時には心静かに【 食べる事の意味 】を考えてみませんか。 

心を込めて「いただきます」、しゃべらないで、かみしめて残さずに食べ「ごちそうさま」を言います。  

＊２０１３年に和食がユネスコ無形文化遺産に認定されました。一汁三菜を基本とする和食です。 

お寺でお客様をもてなすための食事の精進料理が基礎となり、和食の形態が発達しました。 

 

「生徒の感想」 

（Ｕ・Ａ）食事作りもほかのこともすべて、とても大切な修行だとわかりました。食事の前には、お経

をとなえて感謝して食べるので、偉いなと思います。精進料理には肉だけでなく魚も出ない

ので、びっくりしました。その代わり大豆や野菜がでるので健康で体にいいと思います。食

事はしっかりと正座してダラダラせずに食べるなどのいろいろな決まりがわかりました。こ

れからは感謝して食べようと思います。 

 

（Ｋ・Ｍ）食事のありがたさを理解していたから修行だといって、ちゃんとしていたんだとわかった。

こんな大事なことを意識しながら食べることはあまりなかったなぁと思った。今度の総持寺

に行くのはとても良いなあと思う。 

 

（Ｓ・Ｈ）昔の人の考え方はすごいなぁと思った。今はそういうありがたみなどの考え方が薄れている

から私も忘れがちになっていた。だから、これからはちゃんと思い出して、ありがたみを感

じながら、ご飯を食べたい。 

 

（Ｋ・Ｍ）これからは食事をする時には感謝して食べます。食事を食べることに、ふさわしい行いがで

きるようになりたいと思った。 

 

（Ｋ・Ｎ）私はいつも食事のあいさつをする時、家では小さい声でボソボソと言うだけだ。しかし五観

の謁を読むと間違っていることが１つもなく自分を見つめさせる文が書いてあった。「自分が

この食事を食べるにふさわしいだけの行いをしたか反省しよう」とか「食事に対して不平を

言わず」とか。私は「ご飯多い」とか言うこともあるのでドキッとした。これからの食事、

今からの給食からも感謝していただこうと思った。 

「 

五ご 

観
か

ん 

の 

謁げ 

」 


